
１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

○農業用水路の放水路（中野放水路）が有する落差を利用した発電所

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県砺波市
： 500kW
： 2,049MWh
： 13.00m3/s
： 4.82m
： 7億9,500万円
：平成27年3月
：地域用水環境整備事業

（中野放水路地区）
：庄川沿岸用水土地改良区連合

小水力発電の事例（中野放水路発電所）
な か の ほ う す い ろ

取水口

中野放水路

中野放水路発電所へ

中野放水路発電所

取水口

発電所

放水口

中野放水路発電所（全景）

水車発電機

関西電力㈱中野発電所
max Q=44.52m3/s

流
量

(m3/s)

期別水量 発電用水農業用水

max Q=13.00m3/s

関西電力㈱中野発電所において最大
44.52m3/sを用いて発電したのち、農業用
水を優先して分水し、残りを中野放水路
を介して河川へ放流している。

中野放水路発電所は、中野放水路の
放流水のうち最大13.00m3/sを利用し発
電を行う。

発電用水（中野発電所の取水に従属）
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

○農業用水路の（鋤川用水路）が有する落差を利用した発電所

期別水量

流
量
(m3/s)

【発電所諸元】

発電用水（農業用水に従属）農業用水

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：富山県滑川市
： 530kW
： 2,772MWh
： 4.26m3/s
： 17.88m
： 8億9,000万円
：平成27年6月
：地域用水環境整備事業

（鋤川地区）
：早月川沿岸土地改良区

小水力発電の事例（早月川沿岸第一発電所）
はやつきがわえんがん

早月川沿岸第一発電所

導水区間途中での
分水量を差し引いた
流量を発電に使用

Q= 4.26m3/s

発電使用水量
Q=1.07m3/s

Q=1.07m3/s

発電使用水量
Q=4.26m3/s

農業用水量
Q=6.31m3/s

Q=1.40m3/sQ=1.40m3/s

Q=4.90m3/s

発電施設

発電機

クロスフロー水車

流水方向

施工前

鋤川用水路 発電所へ

水圧管路（埋設）

施工後

分水

分水

取水施設
（鋤川用水路から取水）

発電施設
（鋤川用水路へ放水）

農業用水取水口
(蓑輪頭首工)

水圧管路（埋設）
L=約９００ｍ
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○庄川合口堰堤より取水した農業用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（新明発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

し ん み ょ う

水車発電機
（S形チューブラ）

期別水量

：富山県砺波市新明
： 700kW
： 4,290MWh
： 8.50m3/s 
： 10.75m
： 23億6,488万円
：平成30年7月
：地域用水環境整備事業
（庄西幹線用水地区）

：庄西用水土地改良区

位置図

取水口

発電所

発電所

発電所

発電用水（農業用水に従属）農業用水

45

14.33



○舟子川用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（舟子川用水発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

ふ な こ が わ よ う す い

水車発電機
（S形チューブラ）

：富山県黒部市宇奈月町浦山
： 190kW
： 890MWh
： 2.274m3/s 
： 11.16m
： 9億1,500万円
：平成30年11月
：地域用水環境整備事業

（舟子川地区）
：黒部川左岸土地改良区

発電所

発電所

0.57

2.99

2.27 2.20
2.01

0.57

0.57

2.27 2.20
2.01

0.570

1

2

3

4

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

流
量
（
m
3
/
s
）

発電使用水量期別図
期別水量

舟子川用水発電所

発電用水（農業用水に従属）農業用水

位置図
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○三合新用水路の落差を利用した小水力発電施設

小水力発電の事例（三合新発電所）

【発電所諸元】
位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 用 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

み あ い し ん

期別水量

：富山県砺波市芹谷
： 78kW
： 588MWh
： 0.33m3/s 
： 30.4m
： 2億7,700万円
：平成30年5月
：地域用水環境整備事業
（三合新地区）

：庄東用水土地改良区

位置図

発電所

発電所

水車発電機
（横軸フランシス）

発電用水（排水利用）
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小水力発電の事例（手取川宮竹用水第一発電所）

○農業用水（宮竹用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県能美市
： 640kW
： 4,454MWh
： 6.5m3/s 
： 12.70m
： 16億6,700万円
：平成7年3月
：県営かんがい排水事業
（上郷地区）

：手取川宮竹用水土地改良区

て ど り が わ み や た け よ う す い

期別水量

小水力発電設備取水施設

設置箇所宮竹第一発電所

発電所
取水口
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小水力発電の事例（七ヶ用水発電所）

○農業用水（七ヶ用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県白山市
： 630kW
： 3,994MWh
： 15.0m3/s 
： 5.45m
： 14億5,300万円
：平成16年4月
：県営かんがい排水事業
（中島地区）

：手取川七ヶ用水土地改良区

し ち か よ う す い

小水力発電設備

水路平面図

設置箇所

七ヶ用水発電所

発電所 取水口

期別水量
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小水力発電の事例（加賀三湖発電所）

○農業用水（加賀三湖導水路）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県小松市
： 89kW
： 563MWh
： 0.99m3/s 
： 12.80m
： 1億9,900万円
：平成28年3月
：地域用水環境整備事業
（加賀三湖地区）

：加賀三湖土地改良区

か が さ ん こ

設置箇所

加賀三湖
導水路

発電施設

鳥越取水堰

加賀三湖導水
路取水口

北陸電力第二
発電所

５号スタンド

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

期別水量

流
量
(m3/s)

発電用水（農業用水に従属）

農業用水

Q= 4.26m3/s

発電使用水量
Q=0.99m3/s

農業用水量
Q=1.86m3/s

農業用水量
Q=1.00m3/s

加賀三湖発電所

小水力発電設備
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小水力発電の事例（手取川宮竹用水第二発電所）

○農業用水（宮竹用水）を活用した小水力発電施設

【発電所諸元】

位 置
最 大 出 力
年間発電可能量
最 大 使 用 水 量
有 効 落 差
建 設 費
運 転 開 始
造 成 事 業 名

施 設 管 理 者

：石川県能美市
： 580kW
： 4,036MWh
： 6.5m3/s 
： 11.65m
： 21億3,500万円
：平成30年4月
：地域用水環境整備事業
（宮竹用水地区）

：手取川宮竹用水土地改良区

て ど り が わ み や た け よ う す い

期別水量

小水力発電設備

宮竹第二発電所

取水施設

小水力発電設備の構成

設置箇所

発電所

取水口
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